
１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

６
　
７

１
０
　
１
１

２
　
３

鼻　芥川竜之介

【期末考査】

第
３
学
期

情けは人の・・・
　
【期末考査】
こころ

・本文の流れを理解し、現代文の鑑賞力を高める。
・基本的な漢字の読み書きができるように努める。

・課題の提出
・授業態度趣

旨
・
基
準

80% 20%

学 習 内 容

　

永訣の朝

【期末考査】

こころ

平常点

標準現代文Ｂ 第一学習社

定期考査

・教科書に使われている優れた表現を自分のものとする。
・基礎学力を向上を向上するためにも漢字学習を中心に読み書きができるようにす
る。

第
２
学
期

学年

2 国語科

使 用 教 科 書 等

わたしはあなただったかもしれない
　
【中間考査】
　
調律師のるみ子さん

第
１
学
期

４
　
５

出 版 社

現代文 2

対　　象

ｺｰｽ

普通
コース

8
 
9

ナイン

【中間考査】

科　目　名 単位数 担当教科

学習の重点目標

１
２
　
１



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

五
・
六

十
・
十
一

二
・
三

第
３
学
期

十
二
・
一

・『方丈記』「ゆく川の流れ」
・『孟子』「仁人心也」『老子』「柔弱」

【期末考査】
・『枕草子』「春はあけぼの」「雪のいと高う降りたるを」

学 習 内 容

第
１
学
期

四
・
五

・説話集「平中が事」

　
　【中間考査】

 ・漢文「助長」「嬰逆鱗」

　
【期末考査】

第
２
学
期

七
～

九

・『十八史略』「水魚之交」

【中間考査】

・『竹取物語』「帝の求婚」
・『徒然草』「公世の二位のせうとに」「吉田と申す馬乗り」

　
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

・古典の基礎知識が習得できている。
・習得した知識を使って古典を読解することができて
いる。
・読解した古典の感想を的確に表現できている。

・授業中の取り組みと姿勢
・提出物の状況

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高等学校　標準古典A 第一学習社

学習の重点目標

・古典の基礎知識を習得する。
・習得した基礎知識を使って古典を読解する。
・古典を読み味わい、日本文化の源流に触れ、感じたことを表現する能力を養う。

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

古典A 2 普通
コース

2 国語科

科　目　名
対　　象



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

五
・
六

十
～

十
二

二
・
三

第
３
学
期

十
二
～

二

「である」ことと「する」こと

【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

四
・
五

「身銭」を切るコミュニケーション

【中間考査】

山月記

相手依存の自己規定

【期末考査】

第
２
学
期

七
～

九

詩歌

【中間考査】

日本人の美意識

情報社会のパラドックス

【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業を通して学んだことや文学史の定着度を、考査
を実施して評価する。

　板書、課題プリントをきちんとノートにまとめ、提出し
ていること。
　発問事項に対応できること。
　ノート等の提出物や授業・グループワークに対する
積極的な態度等で評価する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

精選現代文Ｂ 東京書籍

学習の重点目標

・基本的な読み書きができること。
・多くの文章に触れることで、言語文化に対する関心を高め、豊かな社会生活を送
る態度を身に付ける。

現代文Ｂ 2 進学文/理系
コース

3 国語科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

１
２
～

３

いくさと人間　　　　「祇園精舎」　『平家物語』
恋の歌　　　　　　　「百人一首の恋の歌」

理想の世界　　　　「桃花源記」 『陶淵明集』

期末考査

演習

第
３
学
期

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

古文に親しむ　　　「安倍晴明と百鬼夜行」　　『今昔物語集』
　　　　　　　　　　　「一寸法師」　　　　　　　　　『御伽草子』

中間考査

動物の寓話　　　　「漁夫の利」「朝三暮四」

笑いと思索　 　　　「丹波に出雲といふ所あり」　　『徒然草』

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

笑いと思索　       「行く川の流れ」　　『方丈記』
人が歌うとき　　　　「初冠」　『伊勢物語』
都への思い　　　  「忘れ貝」『土佐日記』

中間考査

叙情のしらべ　　　「絶句」「竹里館」「送友人」
都への思い　　　　「あこがれ」　　『更級日記』
英雄の物語　　　　「四面楚歌」　『史記』

中間考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

・基本重要古語、古典文法の習得
・内容理解
・適切な解答文の作成
・文学史の理解

・提出物（宿題、自習課題）
・ノートの取り方
・読みテスト
・授業態度

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

新編　古典B改訂版 大修館

学習の重点目標

１．これまでの学習成果を踏まえ、より一層の言語能力の充実を図る。
２．古典の読解力を身につけると共に、日本の伝統・文化への知識を深める。
３．受験に対応できる力を身につける。

古典Ｂ 2 進学
コース

3 国語科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

１
２
～

３

〈評論〉　「である」ことと「する」こと

〈評論〉　「日本人の美意識」

【期末考査】

問題演習

第
３
学
期

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

〈評論〉　ミロのヴィーナス
〈小説〉　山月記

【中間考査】

〈小説〉　山月記
〈評論〉　相手依存の自己規定
　
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

〈詩歌〉　永訣の朝

〈評論）　消費されるスポーツ

【中間考査】

〈小説〉　こころ

 
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

・漢字・語句の習得
・内容理解
・適切な解答文の作成

・提出物（宿題、自習課題）
・ノートの取り方
・小テスト
・授業態度

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

精選　現代文Ｂ 東京書籍

１．語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊かにする。
２．評論を読解し、論理の展開や要旨を的確にとらえる力を身につける。
３．小説を読解し、登場人物の生き方や心情の推移を的確に把握し、感性を養う。

現代文Ｂ 2 特文
コース

3 国語科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

五
・
六

十
～

十
二

二
・
三

第
３
学
期

十
二
～

二

「である」ことと「する」こと

【期末考査】

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

第
１
学
期

四
・
五

「身銭」を切るコミュニケーション

【中間考査】

山月記

相手依存の自己規定

【期末考査】

第
２
学
期

七
～

九

詩歌

【中間考査】

日本人の美意識

情報社会のパラドックス

【期末考査】

趣
旨
・
基
準

　授業を通して学んだことや文学史の定着度を、考査
を実施して評価する。

　板書、課題プリントをきちんとノートにまとめ、提出し
ていること。
　発問事項に対応できること。
　ノート等の提出物や授業・グループワークに対する
積極的な態度等で評価する。

80% 20%

学 習 内 容

精選現代文Ｂ 東京書籍

学習の重点目標

・基本的な読み書きができること。
・多くの文章に触れることで、言語文化に対する関心を高め、豊かな社会生活を送
る態度を身に付ける。

定期考査 平常点

現代文Ｂ 2 特進/理系
コース

3 国語科

使 用 教 科 書 等 出 版 社



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

五
・
六

十
・
十
一

二
・
三

第
３
学
期

十
二
・
一

〈古文〉『源氏物語』（物語）
〈漢文〉「小説」

【期末考査】

演習問題

学 習 内 容

第
１
学
期

四
・
五

〈漢文〉「故事成語」
〈古文〉『徒然草』(随筆)

【中間考査】

〈漢文〉「漢詩」
〈古文〉『伊勢物語』(物語)
【期末考査】

第
２
学
期

七
・
八
・
九

〈漢文〉『史記』
〈古文〉『枕草子』（随筆）

【中間考査】

〈古文〉『大鏡』（物語）『更級日記』（日記）

【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

・基本重要古語、古典文法の習得
・内容理解
・適切な解答文の作成
・文学史の理解

・提出物
・ノートの取り方
・授業態度

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

精選　古典B 改訂版 大修館書店

学習の重点目標

１．古典における基本事項（語句・文法）の習得。
２．古典の読解力を身につけると共に、日本の伝統・文化への知識を修得し、理解
を深める。

古典B 2 特文
コース

3 国語科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

五
・
六

十
～

十
二

二
・
三

第
３
学
期

十
二
～

二

「である」ことと「する」こと

【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

四
・
五

「身銭」を切るコミュニケーション

【中間考査】

山月記

相手依存の自己規定

【期末考査】

第
２
学
期

七
～

九

詩歌

【中間考査】

日本人の美意識

情報社会のパラドックス

【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業を通して学んだことや文学史の定着度を、考査
を実施して評価する。

　板書、課題プリントをきちんとノートにまとめ、提出し
ていること。
　発問事項に対応できること。
　ノート等の提出物や授業・グループワークに対する
積極的な態度等で評価する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

精選現代文Ｂ 東京書籍

学習の重点目標

・基本的な読み書きができること。
・多くの文章に触れることで、言語文化に対する関心を高め、豊かな社会生活を送
る態度を身に付ける。

現代文Ｂ 2 特進/理系
コース

3 国語科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
　
６

1
0
 
1
1

2

第
３
学
期

1
2
 
 
1

第15章　冷戦と第三世界の独立
　　　１　戦後世界秩序の形成とアジア諸地域の独立

第16章　現在の世界
　　　１　社会主義世界の変容とグローバル化

　期末試験

学 習 内 容

第
１
学
期

４
　
５

第10章　近代ヨーロッパ･アメリカ世界の成立
　　　２　アメリカ独立革命
　　　３　フランス革命とナポレオン

　中間試験

第12章　アジア諸地域の動揺　　３　東アジアの激動
第13章　帝国主義とアジアの民族運動　　３　アジア諸国の改革と民族運動

　
　期末試験

第
２
学
期

7
 
8
 
9

第14章　二つの世界大戦
　　　１　第一次世界大戦とロシア革命
　　　２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
　　　３　アジア･アフリカ諸国の民族運動

　中間試験第14章　二つの世界大戦
　　　４　世界恐慌とファシズム諸国の侵略
　　　５　第二次世界大戦

　期末試験

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、定期考査を実施し、その得点で評価を
行う。

日常の出席状況や学習態度、ノートや課題等の提出
物のでき具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高校世界史　 山川出版社

学習の重点目標

現代社会の成り立ちを系統的に学ぶために、主に１８ｃ後半以降の西洋史、東アジ
ア史を扱う。市民革命とその対極にあるアジアの植民地化を理解し、二つの世界
大戦を経て現代社会が形成されたことを理解する。

世界史Ｂ 2 普通
コース

4 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

１
２
～

３

第8章　近世ヨーロッパ世界の形成
第9章　近世ヨーロッパ世界の展開
第10章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立

期末考査
第
３
学
期

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　先史の世界
第Ⅰ部　第１章　オリエントと地中海世界

中間考査

第2章　アジア・アメリカの古代文明
第3章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

第Ⅱ部　第4章　イスラーム世界の形成と発展
第5章　ヨーロッパ世界の形成と発展

中間考査

第6章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開
第Ⅲ部　7章　アジア諸地域の繁栄

期末考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期ごとに、中間考査・期末考査を行い、その
得点により評価を行う。

日常の授業出席や受講・学習態度に加え、課題
等の提出物などで評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　詳説　世界史 山川出版

学習の重点目標

世界の歴史と大きな枠組みと流れを、我が国の歴史と関連づけながら学び、文化
の多様性と歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる人としての自覚と資
質を養う。

世界史B 2 進学文系
コース

4 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

　　　②社会主義の後退と冷戦の終結

　　　③グローバル化と多極化

１
２
～

３

学 習 内 容

第
1
学
期

４
～

５

第５章
　　①帝国主義の成立と列強の情勢

　　②世界分割とアジア・アフリカ
　　　　　パレスチナ問題に関する学習

　　③二つの世界大戦とその影響

第
２
学
期

７
～

１
０

第６章　三つの世界の形成
　　　①冷戦期の世界と日本
　　　②アジア･アフリカ･ラテンアメリカの自立と課題

　　③米ソ両大国の動揺

第７章　グローバル化する世界
　　①大国の動揺と国際経済の危機

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。

日常の出席状況や学習態度(表現力)、小テストや作
業の様子、また課題等の提出物のでき具合により評価
を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　要説　世界史 山川出版社

現代社会の成り立ちを理解するために、近代史を中心に世界各地域の歴史がど
のように関連していったかを学ぶ。
各民族の特質を理解するための文化圏の特徴についても学んでいく。

世界史Ａ 2 進文理
コース

2 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

1
0
～

1
1

第
３
学
期

1
2
～

1

第９章　　近代国家の成立
　　　１．開国と幕府の滅亡　　　２．明治維新
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第１章　　古代社会の形成
　　　１．日本文化のはじまり
　　　２．農耕の開始
　　　３．ヤマト政権と古墳
【中間考査】

第２章　　律令国家の形成
　　　１．律令国家の成立　　　２．律令国家の繁栄　　　　３．律令国家の変質
第３章　　貴族政治の展開
　　　１．摂関政治　　　　　　　２．国風文化　　　　　　　　３．荘園の発達と武士の台頭
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

９

第４章　　武家社会の形成
　　　１．院政と平氏　　　２．鎌倉幕府の成立と発展　　　３．鎌倉文化　　　４．蒙古襲来と幕府の衰退
第５章　　武家社会の成長
　　　１．室町幕府の成立　　　２．下剋上の社会　　　３．室町文化　　　　４．戦国の動乱
【中間考査】

第６章　　幕藩体制の成立
　　　１．ヨーロッパ人の来航　　　２．織豊政権　　　　３．江戸幕府の成立
第７章　　幕藩体制の展開　　　　１．幕政の安定
第８章　　幕藩体制の動揺
　　　１．幕政の改革　　　　　２．幕府の衰退
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に定期考査を実施し、その得点で評価を行
う。

日常の出席状況や学習態度、ノート・課題等の提出物
のでき具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

　高校　日本史Ｂ 山川出版社

学習の重点目標

明治維新までの通史学習を通して、日本歴史の基礎知識を学び、模擬試験や受
験対策なども積極的に行う。

日本史　Ｂ 2 進文
コース

4 地理歴史科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

・第３章二つの世界大戦と日本
　１．第一次世界大戦と帝国日本
　２．政党政治の時代

　２．政党政治の時代
　
期末考査

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

・第１章　　近代日本の形成
　１．国際情勢の変化と明治維新

中間考査

　２．明治新政府の諸改革
　

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

　３．立憲国家の成立
第２章　東アジア世界の変動と日本
　１．日清戦争と近代社会の確立

中間考査

　２．日露戦争と帝国日本の形成

期末考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価する。

・提出物や出席状況、学習状況
・ノートの取り方、創意工夫

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

日本史　Ａ　　現代からの歴史 山川出版社

学習の重点目標

・近代史を理解し、今日の日本の基盤を考察する。
・裏話やエピソードを交えて興味や関心を持たせる。
・時代背景を考えさせる。

日本史　Ａ 2 進学
コース

2 地歴

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

第8章　近世ヨーロッパ世界の形成
第9章　近世ヨーロッパ世界の展開
第10章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立

期末考査

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　先史の世界
第Ⅰ部　第１章　オリエントと地中海世界

中間考査

第2章　アジア・アメリカの古代文明
第3章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

第Ⅱ部　第4章　イスラーム世界の形成と発展
第5章　ヨーロッパ世界の形成と発展

中間考査

第6章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開
第Ⅲ部　7章　アジア諸地域の繁栄

期末考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期ごとに、中間考査・期末考査を行い、その
得点により評価を行う。

日常の授業出席や受講・学習態度に加え、課題
等の提出物などで評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　詳説　世界史 山川出版

学習の重点目標

世界の歴史と大きな枠組みと流れを、我が国の歴史と関連づけながら学び、文化
の多様性と歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる人としての自覚と資
質を養う。

世界史B 2 特進文系
コース

4 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

　　　②社会主義の後退と冷戦の終結

　　　③グローバル化と多極化

１
２
～

３

学 習 内 容

第
1
学
期

４
～

５

第５章
　　①帝国主義の成立と列強の情勢

　　②世界分割とアジア・アフリカ
　　　　　パレスチナ問題に関する学習

　　③二つの世界大戦とその影響

第
２
学
期

７
～

１
０

第６章　三つの世界の形成
　　　①冷戦期の世界と日本
　　　②アジア･アフリカ･ラテンアメリカの自立と課題

　　③米ソ両大国の動揺

第７章　グローバル化する世界
　　①大国の動揺と国際経済の危機

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。

日常の出席状況や学習態度(表現力)、小テストや作
業の様子、また課題等の提出物のでき具合により評価
を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　要説　世界史 山川出版社

現代社会の成り立ちを理解するために、近代史を中心に世界各地域の歴史がど
のように関連していったかを学ぶ。
各民族の特質を理解するための文化圏の特徴についても学んでいく。

世界史Ａ 2 進文理
コース

2 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

第8章　近世ヨーロッパ世界の形成
第9章　近世ヨーロッパ世界の展開
第10章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立

期末考査

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　先史の世界
第Ⅰ部　第１章　オリエントと地中海世界

中間考査

第2章　アジア・アメリカの古代文明
第3章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

第Ⅱ部　第4章　イスラーム世界の形成と発展
第5章　ヨーロッパ世界の形成と発展

中間考査

第6章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開
第Ⅲ部　7章　アジア諸地域の繁栄

期末考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期ごとに、中間考査・期末考査を行い、その
得点により評価を行う。

日常の授業出席や受講・学習態度に加え、課題
等の提出物などで評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　詳説　世界史 山川出版

学習の重点目標

世界の歴史と大きな枠組みと流れを、我が国の歴史と関連づけながら学び、文化
の多様性と歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる人としての自覚と資
質を養う。

世界史B 2 特進文系
コース

4 地歴科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

・第３章二つの世界大戦と日本
　１．第一次世界大戦と帝国日本
　２．政党政治の時代

　２．政党政治の時代
　
期末考査

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

・第１章　　近代日本の形成
　１．国際情勢の変化と明治維新

中間考査

　２．明治新政府の諸改革
　

期末考査

第
２
学
期

７
～

１
０

　３．立憲国家の成立
第２章　東アジア世界の変動と日本
　１．日清戦争と近代社会の確立

中間考査

　２．日露戦争と帝国日本の形成

期末考査

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価する。

・提出物や出席状況、学習状況
・ノートの取り方、創意工夫

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

日本史　Ａ　　現代からの歴史 山川出版社

学習の重点目標

・近代史を理解し、今日の日本の基盤を考察する。
・裏話やエピソードを交えて興味や関心を持たせる。
・時代背景を考えさせる。

日本史　Ａ 2 特進
コース

2 地歴

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

第２章現代の国際政治と日本
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第１章　民主主義の基本原則と日本国憲法
①政治と方の機能
②人権保障と法の支配
【中間考査】

③議会制民主主義と世界の政治体制
④日本国憲法の基本原理
⑤平和主義と自衛隊
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

⑥基本的人権の保障と新しい人権　～　⑨裁判所の機能と司法制度
【中間考査】

⑩地方時制度と住民の権利　～　⑫民主政治における世論の役割
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

教科書にそって進める。各単元の重要事項につ
いて理解し、社会を担っていく一員として幅広い
知識を養う。授業内容がどの程度習得できたか
を定期テストで確認する。

平素の授業態度や提出物、出席状況などで総合
的に評価する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高等学校　改訂版　政治・経済 第一学習社

学習の重点目標
民主政治の基本原理や三権のあり方・国際政治と日本の関わりなどについて幅広
く学び、主権者としての自覚を育てる。

政治・経済 2 普通
コース

2 地歴・公民科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
・
６

１
０
・
１
１

１
・
３

第
３
学
期

１
２
・
１

第５章　国際社会と人類の課題
　　１、国際政治のしくみと動向
　　　①国際社会の特質　②国際紛争を避けるしくみ　③国際連合と安全保障
　　　④国際連合の役割と課題　⑤冷戦とその後の世界　⑥軍縮への取り組み

　　【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
・
５

第２章　日本国憲法と民主政治
　３、日本の政治機構
　　　①国会と立法　②内閣と行政　③裁判所と司法
　　【中間考査】

　　　④地方自治
　４、現代政治の特質と課題　①選挙のしくみと課題　②政党と利益集団　③世論と政治参加
第３章　現代社会と法　１、現代社会と法　①法の働き　②社会生活と法　③司法と人権
第４章　現代の経済と国民福祉　１、経済のしくみ　①経済社会の変容　②現代の企業
　　【期末考査】

第
２
学
期

７
・
９

　　　③市場経済のしくみ　④国民所得と経済成長　⑤金融のしくみと働き
　　　⑥中央銀行の役割と金融の自由化　⑦政府の役割と財政
　２、変化する日本経済
　　　①戦後復興と高度経済成長　②産業構造の転換と国際経済環境の変化
　　【中間考査】

　　　③バブル後の日本経済　④中小企業と農業
　３、豊かな生活の実現
　　　①自律した消費者への道　②労働者の権利　③現代の雇用・労働問題
　　　④社会保障の役割　⑤環境保全と循環型社会
　　【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

政治・経済・国際社会に関する基本的な概念や理論
について理解し、その知識が定着しているかどうかを
定期考査の得点により評価する。

出席状況、授業態度、提出物などで判断する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

『現代社会』 東京書籍

学習の重点目標

現代社会に対する関心を高め、諸問題について様々な立場を踏まえて主体的に
学習できる能力を養うとともに、知識の定着を図る。

現代社会 2 進文理
コース

2 公民科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

6

1
0
　
1
1

　
２
　
３

第
３
学
期

1
2
　
１

　　⑭社会保障制度の充実
　　⑮環境保全と資源・エネルギー問題
　第２章　国民経済と国際経済
　　①国際経済のしくみ
　　②国際協調と国際経済機関の役割

　　③地域的経済統合
　　④グローバル化する経済
　　⑤南北問題と日本の役割
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

　
4
　
5

第１編　現代の政治
　第１章　民主政治の基本原理と日本国憲法
　　⑦国会の組織と立法　⑧内閣の機構と行政
　　⑨裁判所の機能と司法制度
【中間考査】

　　⑩地方自治制度と住民の権利　⑪政党政治と選挙制度　⑫民主政治における世論の役割
　第２章　現代の国際政治と日本
　　①国際社会と国際法　②国際連合の役割と組織
　　③国際政治の動向　　④国際紛争と難民問題
【期末考査】

第
２
学
期

７
　
８
　
９

　　⑤軍備管理と軍縮　⑥日本の外交と国際平和への役割
第２編　現代の経済　第１章　現代社会のしくみと特質
　　①経済社会の発展　②経済主体と経済活動　③市場経済の機能と限界
　　④経済成長と景気変動　⑤物価の働き　⑥金融のしくみとはたらき
【中間考査】

　　⑦財政のしくみとはたらき　⑧日本経済のあゆみ
　　⑨中小企業の地位と役割　⑩農業の現状と課題
　　⑪消費者問題　⑫高度情報社会の進展と課題
　　⑬労働問題
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　現代の政治、経済、国際関係に関する基本的な事
項や、その本質、特質及び動向を捉える基本的な概
念を身につけているかどうかを定期テストで判断する。

普段の授業に取り組む姿勢や提出物（ノート・課題プリ
ント等）の内容、出欠席の状況などを総合的に判断し
評価する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高等学校　改訂版　政治・経済 第一学習社

学習の重点目標

　民主主義の本質に関する理解を深めさせるとともに、現代における政治、経済、
国際関係などについての客観的な理解をめざす。また、それらに関する諸課題に
ついて主体的に考察し、公正な判断力を持つ良識ある公民として必要な能力と態
度を育てる。

政治・経済 2 特進
コース

2 公民科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価

割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

　　４．２直線の関係
　２節　円の方程式
　　１．円の方程式
　　２．円と直線
　３節　不等式の表す領域
　　１．不等式の表す領域
　　２．連立不等式の表す領域
　
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

１章　方程式・式と証明
　１節　整式・分数式の計算
　  １．３次の乗法公式と因数分解　　　２．二項定理　　３．分数式とその計算

【中間考査】

  ２節　２次方程式
  　１．複素数　　 ２．２次方程式　 　３．解と係数の関係

【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

　３節　高次方程式
　　１．整式の除法　　２．因数定理　　３．高次方程式
　４節　式と証明
　　１．等式の証明　　 ２．不等式の証明
【中間考査】

２章　図形と方程式
　１節　座標と直線の方程式
　　１．直線上の点の座標　　２．平面上の点の座標　　３．直線の方程式
　
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　各学期に中間考査、期末考査を実施し、その
得点で評価を行う。

　日常の学習態度、プリント・課題等の提出物に
より総合的に評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂　新数学Ⅱ／ニューファースト　改訂　新数学Ⅱ 東 京 書 籍

学習の重点目標
 ・ 基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。
 ・ 問題集にて演習を行い、基礎力を養う。

数 学 Ⅱ 2 普 通 コース 2 数学科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価

割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

３章　整数の性質
　１節　約数と倍数
　　１．約数と倍数　２．最大公約数と最小公倍数　３．ユークリッドの互除法
　２節　整数の性質の応用
　　１．方程式の整数解　２．分数と小数　３．２進法

課題学習

【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

１章　場合の数と確率
　１節　場合の数
　　１．集合　２．集合の要素の個数　３．和の法則と積の法則

【中間考査】
　　４．順列　５．順列の利用　６．重複順列　７．円順列　８．組合せ　９．組合せの利用

【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

　２節　確率
　　１．確率の意味　２．確率の計算　３．独立な試行の確率　４．反復試行の確率　５．条件付き確率

【中間考査】

２章　図形の性質
　１節　三角形の性質　　　１．三角形と角　２．三角形と比　３．三角形の重心・外心・内心　４．角の二等分線と線分の比
　２節　円の性質　　　１．円周角の定理　２．円に内接する四角形　３．円と直線　４．接線と弦のつくる角　５．方べきの定理　６．２つの円
　３節　作図　　　　　　１．基本の作図　２．いろいろな作図
　４節　空間図形　　　１．直線や平面の位置関係　２．多面体
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　各学期に中間考査・期末考査を実施し、その
得点により評価を行う。

　日常の学習態度、プリント・課題等の提出物に
より総合的に評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂　新数学Ａ／ニューファースト　改訂　新数学Ａ 東京書籍

学習の重点目標

場合の数と確率、図形の性質に整数の性質ついて理解し、基本的な知識と技能を
習得する。事象を数学的に考察し、数学の良さを認識できるようにするとともに、そ
れらを活用する態度を養う。

数学Ａ 2 普通 コース 2 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第
３
学
期

１
２
～

１

▽ 微分法と積分法
　（ 極限値　　導関数の定義　　関数の微分　　接線の方程式　　極大・極小
　　　3 次関数のグラフ　　方程式への応用　　微分と積分の関係　　不定積分　　定積分
　　　関数方程式　　定積分と図形の面積　　面積公式 ）
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

▽　式と証明
　（ ３次式の展開・因数分解　　整式の割り算　　分数式の計算　　等式・不等式の証明
　　　相加平均と相乗平均 ）
【中間考査】

▽ 複素数と方程式
　（ 虚数　　2 次方程式の解の種類　　解と係数の関係　　2 数を解とする 2 次方程式
　　　剰余の定理　　因数定理　　3 次方程式の解の種類 ）
▽　図形と方程式(1)　　（ 座標平面上の点　　直線の方程式　　点と直線の距離 ）
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

▽ 図形と方程式(2)
　（ 円の方程式　円と直線の位置関係　　領域　　軌跡 ）
▽ 三角関数
　（ 角の拡張と弧度法　　三角関数を含む方程式・不等式　　加法定理 ）
【中間考査】

▽ 指数関数と対数関数
　（ 指数の拡張　　累乗根　　指数を含む方程式・不等式　　対数と底・真数
　　　対数を含む方程式・不等式　　常用対数 ）
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　日常の授業態度や課題の出来具合、ノート提
出により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　新編　数学Ⅱ / 3TRIAL 数学Ⅱ＋B 数研出版

学習の重点目標

・基本的な概念，公式を十分に理解する。
・問題集で計算力や応用力を高め，模試や入試に対応できる学力を養う。
・主体性を持って他者と関わり，集団を高める態度を養う。

数学Ⅱ 2 進学文系
コース

4 数学科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第
３
学
期

１
２
～

１

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

▽　数列
　　　　　等差数列　　　等比数列　　　一般項とその和

【中間考査】

　　　　　和の記号Σ　　　階差数列　　　いろいろな数列の和

【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

　　　　　漸化式　　　数学的帰納法　　　群数列

【中間考査】

▽　平面上のベクトル
　　　　　ベクトル　　　演算　　　成分　　　内積

【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　日常の授業態度や課題の出来具合、ノート提
出により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版新編数学Ｂ／改訂版３ＴＲＩＡＬ数学Ⅱ＋Ｂ／完成ノート 数研出版

学習の重点目標
 ・ 基本的な概念、公式を理解させる。
 ・ 問題集を繰り返し行い、基本的な計算力を身につけ、応用力を高める。

数学Ｂ 2 進文
コース

2 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

　　　ベクトルの図形への応用

▽　空間のベクトル
　　　　　球面の方程式

【期末考査】



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第
３
学
期

▽ 微分法と積分法
　（ 極限値　　導関数の定義　　関数の微分　　接線の方程式　　極大・極小
　　　3 次関数のグラフ　　方程式への応用　　微分と積分の関係　　不定積分　　定積分
　　　関数方程式　　定積分と図形の面積　　面積公式 ）
【期末考査】

１
２
～

１

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

▽　式と証明
　（ ３次式の展開・因数分解　　整式の割り算　　分数式の計算　　等式・不等式の証明
　　　相加平均と相乗平均 ）
【中間考査】

▽ 複素数と方程式
　（ 虚数　　2 次方程式の解の種類　　解と係数の関係　　2 数を解とする 2 次方程式
　　　剰余の定理　　因数定理　　3 次方程式の解の種類 ）
▽　図形と方程式(1)　　（ 座標平面上の点　　直線の方程式　　点と直線の距離 ）
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

▽ 図形と方程式(2)
　（ 円の方程式　円と直線の位置関係　　領域　　軌跡 ）
▽ 三角関数
　（ 角の拡張と弧度法　　三角関数を含む方程式・不等式　　加法定理 ）
【中間考査】

▽ 指数関数と対数関数
　（ 指数の拡張　　累乗根　　指数を含む方程式・不等式　　対数と底・真数
　　　対数を含む方程式・不等式　　常用対数 ）
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　日常の授業態度や課題の出来具合、ノート提
出により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　新編　数学Ⅱ / 3TRIAL 数学Ⅱ＋B 数研出版

学習の重点目標

・基本的な概念，公式を十分に理解する。
・問題集で計算力や応用力を高め，模試や入試に対応できる学力を養う。
・主体性を持って他者と関わり，集団を高める態度を養う。

数学Ⅱ 2 進学理系
コース

5 数学科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第２章　空間のベクトル
　　１．空間の点　　２．空間のベクトル　　３．ベクトルの成分　　４．ベクトルの内積
　　５．ベクトルの図形への応用
【期末考査】

第
３
学
期

１
２
～

１

第２節　ベクトルと平面図形　　５．位置ベクトル　　６．ベクトルの図形への応用
　７．図形のベクトルによる表示

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第３章　数列
　第１節　等差数列と等比数列　　１．数列と一般項　　２．等差数列　　３．等差数列の和
　
【中間考査】

　　　　　　４．等比数列　　５．等比数列の和
　第２節　いろいろな数列　　６．和の記号Σ
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

　　　　　７．階差数列　　８．いろいろな数列の和
　第３節　数学的帰納法　　９．漸化式　　１０．数学的帰納法
【中間考査】

第１章　平面上のベクトル
　第１節　ベクトルとその演算　　１．ベクトル　　２．ベクトルの演算　　３．ベクトルの成分
　４．ベクトルの内積
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

 授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

 日常の授業態度や課題の出来具合、ノート提出
により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

新編数学Ｂ（改訂版）／３ＴＲＩＡＬ数学Ｂ／完成ノート 数研出版

学習の重点目標
数列・ベクトルにおける基本的な概念を身につけ、事象を数学的に表現・処理する
方法を身につける。

数学Ｂ 2 進理
コース

2 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

第５章　微分と積分
　第１節　微分係数と導関数
　第２節　導関数の応用
　第３節　積分
【期末考査】

第
１
学
期

４
～

５

第１章　式と証明・高次方程式　・・・１年次に学習済み
第２章　図形と方程式
　第１節　点と直線

【中間考査】

第２章　図形と方程式
　第２節　円と直線　　　第３節　軌跡と領域
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

第３章　三角関数
　第１節　一般角の三角関数　　　第２節　三角関数の加法定理
【中間考査】

第４章　指数関数と対数関数
　第１節　指数と指数関数　　　第２節　対数と対数関数
【期末考査】

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　授業に取り組む姿勢や、家庭学習への取り組
み姿勢を確認する。
　授業態度、レポートやノートの提出により評価を
行う。

80% 20%

学 習 内 容

数学Ⅱ改訂版/ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾌﾟﾗｽ改訂版数学Ⅱ／Focus Gold数学Ⅱ 啓林館

学習の重点目標

 ・基本的な概念や公式を十分に理解する。
 ・問題集で計算力や応用力を高め、模試や入試に対応できる思考力を養う。
 ・他者と対話しながら、協働して学習する姿勢を身に付ける。

定期考査 平常点

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

数学Ⅱ 2 特文
コース

4 数学

使 用 教 科 書 等 出 版 社



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第
３
学
期

１
２
～

１

第３章　空間座標とベクトル
　第１節　空間のベクトル
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第１章　数列
第１節　等差数列・等比数列
【中間考査】

第１章　数列
　第２節　いろいろな数列
　第３節　漸化式と数学的帰納法
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

第２章　平面上のベクトル
　第１節　ベクトルとその演算
【中間考査】

第２章　平面上のベクトル
　第２節　ベクトルと図形
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　授業に取り組む姿勢や、家庭学習への取り組
み姿勢を確認する。
　授業態度、レポートやノートの提出により評価を
行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

数学Ｂ改訂版/ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾌﾟﾗｽ改訂版数学Ｂ/FocusGold数学Ｂ 啓林館

学習の重点目標

 ・基本的な概念や公式を十分に理解する。
 ・問題集で計算力や応用力を高め、模試や入試に対応できる思考力を養う。
 ・他者と対話しながら、協働して学習する姿勢を身に付ける。

数学B 2 特文 コース 2 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
１

２
～

３

第
３
学
期

１
２
～

１
数学Ⅲの内容
第１章　複素数平面
　第１節　複素数平面
　第２節　平面図形と複素数
【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第２章　図形と方程式
　第１節　点と直線　　　第２節　円と直線　　　第３節　軌跡と領域
【中間考査】

第３章　三角関数
　第１節　一般角の三角関数　　　第２節　三角関数の加法定理
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

第４章　指数関数と対数関数
　第１節　指数と指数関数　　　第２節　対数と対数関数
【中間考査】

第５章　微分と積分
　第１節　微分係数と導関数
　第２節　導関数の応用
　第３節　積分
【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　日常の授業態度や小テストの出来具合、ノート
提出により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

数学Ⅱ改訂版／ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾌﾟﾗｽ改訂版数学Ⅱ+B／Focus Gold数学Ⅱ+B 啓林館

学習の重点目標

 ・基本的な概念、公式を十分に理解する。
 ・問題集で計算力や応用力を高め、模試や入試に対応できる学力を養う。
 ・主体性を持って他者と協働して学習する態度を養う。

数学Ⅱ 2 特理 コース 5 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

数列やベクトルにおける基本的な概念を身につけ、事象を数学的に表現・処理する方法を身につける。
　・基本的な概念や公式を十分に理解する。
　・問題集で計算力や応用力を高め、模擬試験や大学入試に対応できる思考力を養う。
　・他者と対話しながら、協働して学習する姿勢を身に付ける。

１
２
～

３

第３章　空間座標とベクトル
　第１節　空間のベクトル

第
３
学
期

第
１
学
期

４
～

５

第１章　数列
　第１節　等差数列・等比数列
　第２節　いろいろな数列

第１章　数列
　第３節　漸化式と数学的帰納法

第
２
学
期

７
～

１
０

第２章　平面上のベクトル
　第１節　ベクトルとその演算

第２章　平面上のベクトル
　第２節　ベクトルと図形

趣
旨
・
基
準

　授業で学習する基本的な内容の理解度を確認
する。また、問題集や参考書にある応用的な内
容への取り組みとその理解度を確認する。
　各学期ごとに中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。

　日頃の授業中の学習に向かう態度や姿勢、課
題の出来具合などにより評価を行う。

80% 20%

学 習 内 容

使 用 教 科 書 等 出 版 社

数学Ｂ改訂版/ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾌﾟﾗｽ改訂版数学Ⅱ+Ｂ/FocusGold数学Ⅱ+Ｂ 啓林館

定期考査 平常点

数学Ｂ 2 特進理系
コース

3 数学

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
２

3

第
３
学
期

1
　
～

　
2

第3節 酸化還元反応
１　酸化と還元　　　２　酸化剤と還元剤　　　３　酸化還元反応の起こりやすさ　　　４　　身のまわりの酸化還元反応
　
 【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序　化学と人間生活
１章　物質の構成
第Ⅰ節　物質の探求
１　物質の種類と性質
２　物質と元素
３　物質の三態と熱運動
【中間考査】

第２節　化学結合
１　原子の構造
２　イオンの生成
３　周期表
２章　物質と化学結合
第Ⅰ節　イオン結合
１　イオン結合
２　イオン結晶
【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

２節　共有結合と分子間力
１　共有結合と分子間力
２　共有結合からなる物質
３節　金属結合
１　金属結合
２　金属
４節　化学結合と物質
１　物質の分類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　金属結合からなる物質とその利用
３　イオン結合からなる物質とその利用　　　　　　　　４　共有結合からなる物質とその利用
【中間考査】
　
３章　物質の変化
１節　物質量と化学反応式
１　原子量と分子量・式量　　　２物質量　　　３　　溶液の濃度
４　化学反応式　　　　　　　　　 ５　基本法則に関連した化学史
第２節　酸と塩基
　　　　　1 酸と塩基　　２　水素イオン濃度とｐＨ　　　　３　中和反応と塩　　　４　中和滴定
 

【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。（３学期は期末考査のみ実施）

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物の出来具
合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高校化学基礎　新訂版　化基３１７ 実教出版

学習の重点目標

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識
をもって，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や
原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。

化学基礎 2 普通
コース

2 理科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ





１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

5
 

～

 
6

1
0
～

1
2

3

第
３
学
期

1
　
～

　
2

第５章　生態系とその保全
　　　第１節　生態系
　　　第２節　生態系のバランスと保全
                            【期末考査】

 

学 習 内 容

第
１
学
期

4
 

～

 
5

◎物理基礎
第４部　電気と磁気　第２章　交流と電磁波
　　㊻交流と電磁波　㊼電磁誘導　㊽交流の発生　㊾電気が家庭に届くまで　㊿電磁波
　　【中間考査】

第３部　波　　第１章　波の性質
　　㉚波の伝わり方　㉝波の表し方　㉞縦波と横波　㉟波の重ね合わせ　㊱波の反射
第２章　音
　　㊲音波の伝わり方　㊳共振・共鳴　㊴弦の振動　㊵気柱振動
【期末考査】

第
２
学
期

7
 

～

 
9

◎生物基礎
第３章　生物の体内環境
　　　第３節　生体防御
　　　　　　　　　　　　　【中間考査】

第４章　バイオームの多様性と分布
　　　第１節　植生と遷移
　　　第２節　バイオームとその分布
               　　　　　　【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に，中間考査，期末考査を実施し，その得
点で評価を行う。（３学期は期末考査のみ実施）

日常の学習態度，出席状況，課題や提出物の出来具
合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

考える物理基礎　/　高等学校　改訂　生物基礎 啓林館　／　第一学習社

学習の重点目標

物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに物理学の基本的な概念や原理・法則を理
解させ科学的な見方や考え方を養う。
生物や生命現象にみられる色々な特性を取り上げ，これらを柱として生命を探求する態度
を育てる。

理科演習 2 普通
コース

2 理科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　化学と人間生活
第Ⅰ章　物質の構成
第１節　物質の探究　　　　　①物質の種類と性質　　　　　　　②物質と元素　　　　　　　③物質の三態と熱運動
第２節　物質の構成粒子　　①原子の構造　　　　　　　　　　　②イオンの生成　　　　　　③周期表　【中間考査】

第２章　物質と化学結合
第１節　イオン結合
　　　　　①イオン結合　　　　②イオン結晶
第２節　共有結合と分子間力
　　　　　①共有結合と分子間力　　　②共有結合からなる物質　　　　　　　　　　　　　　　　　       　【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

第３節　金属結合
　　　　　①金属結合　　  ②金属
第４節　化学結合と物質
　　      ①物質の分類　 ②金属結合からなる物質とその利用　　③イオン結合からなる物質とその利用
　　　　　④共有結合からなる物質とその利用    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　  【中間考査】

第３章　物質の変化
第１節　物質量と化学反応式
　　　　　①原子量・分子量・式量　　②物質量　　③溶液の濃度　　④化学反応式　　⑤基本法則に関連した化学史
第２節　酸と塩基
　　　　　①酸と塩基           ②水素イオン濃度とｐH　　　　③中和反応と塩 　　　　④中和滴定  【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。[3学期は期末考査のみ実施]

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物の出来具
合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

化学基礎　新訂版 実教出版

学習の重点目標

物質の性質や反応、あるいは構造を調べることにより物質の特徴を理解し、物質に
関する原理・法則を化学的に考察する能力と態度を身につける。

化学基礎 2 進学文系
コース

3 理科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

１
２
～

３

第３節　酸化・還元反応
　　　　　①酸化と還元       　 ②酸化剤と還元剤　　　　　③酸化還元反応の起こりやすさ
　　　　　④身のまわりの酸化還元反応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　【期末考査】



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

5
～

7

1
0
～

1
2

7
～

1
0

第1章　細胞と分子
　　　1　生体物質と細胞　2　細胞膜の働きとタンパク質　3　さまざまなタンパク質の動き

　　　【中間考査】

対　　象

ｺｰｽ

進学文系
コース

各期の考査にによって、それぞれの学習範囲の理解
度・知識力・考察力の評価を行う。［三学期は期末考
査のみ実施］

日常の授業への取り組みや授業態度、課題等の提出
物によって総合的に評価を行う。

定期考査

生物や生物現象への理解を深め、科学的に探求する能力や態度を育むとともに、
生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方・考え方を養う。学習の重点目標

学年

2

1
2
～

2

第3章　遺伝情報の発現
　　　1　遺伝情報とその発現　2　遺伝子の発現調節　3　バイオテクノロジー

　　　【期末考査】

科　目　名 単位数 担当教科

第
１
学
期

4
～

5

平常点

理科

使 用 教 科 書 等 出 版 社

生物 2

改訂　高等学校　生物基礎／改訂　高等学校　生物 第一学習社

第
２
学
期

第
３
学
期

第2章　代謝
　　　1　代謝とエネルギー　2　炭酸同化　3　窒素同化　4　異化

　　　【期末考査】

第4章　植生の多様性と分布
　　　　1　植生と遷移　2　バイオームとその分布

　　　【中間考査】

趣
旨
・
基
準

80% 20%

学 習 内 容

第5章　生態系とその保全
　　　　1　生態系　2　生態系のバランスと保全

　　　【期末考査】



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

１
２
～

３

　３節　酸化還元反応　　１．酸化と還元　　２．酸化剤と還元剤　　３．酸化還元反応の起こりやすさ
　　　　　　　　　　　　　　　４．身のまわりの酸化還元反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【期末考査】

第
３
学
期

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　化学と人間生活
１章　物質の構成
１節　物質の探求　　　　１　物質の種類と性質　　　　２　物質と元素　　３　物質の３態と熱運動
２節　物質の構成粒子　　１　原子の構造　　　　　　　２　イオンの生成　　３　　周期表　【中間考査】

２章　物質と化学結合
１節　１　イオン結合　２　イオン結晶
２節　１　共有結合と分子間力　　２　共有結合からなる物質
３節　１　金属結合　　２　金属
４節　１　物質の分類　　２　金属結合からなる物質とその利用　 ３　イオン結合からなる物質とその利用
       ４　共有結合からなる物質のその利用　                                          　　　                                   　 【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

３章　物質の変化
１節　物質量と化学反応式
　　　　　１　原子量と分子量・式量　　 ２　物質量　　　　３　溶液の濃度         ４化学反応式
　　      ５　基本法則に関連した化学史
　　　　                                                                                                      　 【中間考査】

２節　酸と塩基
　　　　　１　酸と塩基             ２　水素イオン濃度とｐＨ　　　　　３　中和反応と塩 　　　　　４　中和滴定
                                                                                                                   【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。[3学期は期末考査のみ実
施]

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物の出
来具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

化学基礎 新訂版 実教出版

学習の重点目標
物質の性質や反応、あるいは構造を調べることにより物質の特徴を理解し、物質に
関する原理・法則を化学的に考察する能力と態度を身につける。

化学基礎 2 進学理系
コース

4 理科



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

１
０
～

１
２

3

第
３
学
期

１
～

２

　　　　　４節　電磁誘導と電磁波
　　　　　　　　１．電磁誘導の法則　　２．自己誘導と相互誘導　　３．交流　　４．電気振動と教振　　５．電
磁波
第４章　原子
　　　　　１節　電子と光
　　　　　　　　１．電子　　２．光の粒子　　３．電子の波動性
　　　　　２節　原子と原子核
　　　　　　　　１．原子の構造　　２．原子核　　３．原子核反応　　４．素粒子
　　　　　【期末考査】

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

第
１
学
期

４
～

５

第１章 　１節　平面内の運動と剛体のつり合い
　　　　　　　　１．運動の表し方　　２．落体の運動　　３．剛体にはたらく力
　　　　　２節　運動量の保存
　　　　　　　　１. 運動量と力積　　２．運動量の保存　　３．衝突とエネルギー
　　　　　【中間考査】

　　　　　３節　円運動と単振動
　　　　　　　　１. 等速円運動　　２．慣性力　　３．単振動
　　　　　４節　万有引力
　　　　　　　　１. ケプラーの法則　　２．万有引力　　３．万有引力による位置エネルギー
　　　　　５節　気体分子の運動
　　　　　　　　１．気体の状態方程式　　２．気体分子の運動　　３．気体の内部エネルギー　　４．気体の状態変化
　　　　　【期末考査】

第
２
学
期

７
～

1
0

第３章　波
　　　　　１節　波の伝わり方
　　　　　　　　１．波の表し方　　２．波の干渉　　３．波の伝わり方
　　　　　２節　音
　　　　　　　　１．音の伝わり方　　２．ドップラー効果
　　　　　３節　光
　　　　　　　　１．光の伝わり方　　２．光の分散・散乱・偏光　　３．レンズと球面鏡　　４．光の回折と干渉
　　　　　【中間考査】
第３章　電気と磁気
　　　　　１節　電荷と電場
　　　　　　　　１．静電気　　２．電場　　３．電位と電位差　　４．電場中の導体　　５．コンデンサー
　　　　　２節　電流
　　　　　　　　１．電気回路　　２．直流回路
　　　　　３節　磁場と電流
　　　　　　　　１．磁場　　２．電流の作る磁場　　３．電流が磁場から受ける力　　４．ローレンツ力
　　　　　【期末考査】

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。３学期は期末考査のみ実
施する。

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物ので
き具合により評価を行う。

80% 20%

学 習 内 容

出 版 社

物理　新訂版 実教出版

学習の重点目標

自然の事象について関心や探求心を持ち科学的態度を身につけ、基本的概念や
原理・法則を理解すると共に、科学的に判断する力を育む。

定期考査 平常点

物　理 2
進学理系

特別進学理系
コース 3 理　科

使 用 教 科 書 等



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

5
～

7

1
0
～

1
2

進理・特理
コース

第
２
学
期

8
～

1
0

第２章　代謝
　第１節　代謝とエネルギー　　　第２節　炭酸同化　　　第３節　窒素同化　　　　　　　　第４節　異化
第３章　遺伝情報の発現
　第１節　遺伝情報とその発現
【中間考査】

　第３節　バイオテクノロジー　　第４節　形態形成のしくみ
第４章　生殖と発生
　第１節　有性生殖における遺伝的多様性　　　第２節　動物の配偶子形成
　第３節　動物の発生
【期末考査】

第
３
学
期

1
0
～

1
2

　第４節　動物の発生における形態形成のしくみ

【期末考査】

　第５節　植物の発生

80% 20%

学 習 内 容

第
１
学
期

4
～

5

　第4章　植生の多様性と分布
　　　1　植生と遷移　2　バイオームとその分布
　第5章　生態系とその保全
　　　1　生態系　2　生態系のバランスと保全
【中間考査】

第１章　細胞と分子
　第１節　生体物質と細胞
　第２節　細胞膜の働きとタンパク質
　第３節　さまざまなタンパク質の働き
【期末考査】

学習の重点目標

生物の生命現象又は事象等から主体的に問題を発見し、その解決に向けた探究
の過程により科学的な思考力、判断力、および表現力を身につける。

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。 （第３学期は期末考査の
み実施）

日頃の出席状況や学習に取り組む姿勢や意欲、
ノートや副教材、課題等の提出物によって総合的
に評価を行う。

理科

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂　高等学校　生物基礎　改訂　高等学校　生物 第一学習社

生物 2 3

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
２
学
期

７
～

１
０

第３節　金属結合
　　　　　①金属結合　　  ②金属
第４節　化学結合と物質
　　      ①物質の分類　 ②金属結合からなる物質とその利用　　③イオン結合からなる物質とその利用
　　　　　④共有結合からなる物質とその利用    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　  【中間考査】

第３章　物質の変化
第１節　物質量と化学反応式
　　　　　①原子量・分子量・式量　　②物質量　　③溶液の濃度　　④化学反応式　　⑤基本法則に関連した化学史
第２節　酸と塩基
　　　　　①酸と塩基           ②水素イオン濃度とｐH　　　　③中和反応と塩 　　　　④中和滴定  【期末考査】

第
３
学
期

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　化学と人間生活
第Ⅰ章　物質の構成
第１節　物質の探究　　　　　①物質の種類と性質　　　　　　　②物質と元素　　　　　　　③物質の三態と熱運動
第２節　物質の構成粒子　　①原子の構造　　　　　　　　　　　②イオンの生成　　　　　　③周期表　【中間考査】

第２章　物質と化学結合
第１節　イオン結合
　　　　　①イオン結合　　　　②イオン結晶
第２節　共有結合と分子間力
　　　　　①共有結合と分子間力　　　②共有結合からなる物質　　　　　　　　　　　　　　　　　       　【期末考査】

趣
旨
・
基
準

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物の出来具
合により評価を行う。

80% 20%

定期考査 平常点

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。[3学期は期末考査のみ実施]

使 用 教 科 書 等 出 版 社

化学基礎　新訂版 実教出版

学習の重点目標

物質の性質や反応、あるいは構造を調べることにより物質の特徴を理解し、物質に
関する原理・法則を化学的に考察する能力と態度を身につける。

化学基礎 2 特進文系
コース

3 理科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

１
２
～

３

第３節　酸化・還元反応
　　　　　①酸化と還元       　 ②酸化剤と還元剤　　　　　③酸化還元反応の起こりやすさ
　　　　　④身のまわりの酸化還元反応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　【期末考査】



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

１
２
～

３

第
２
学
期

７
～

１
０

第２章　代謝
　　１．代謝とエネルギー代謝
　　２．同化・・・①光合成と葉緑体　　②光合成の過程　　③細菌類による炭酸同化
　　３．窒素同化
　　４．異化・・・①異化によるエネルギーの獲得　　②発酵　　③呼吸
　　【中間考査】第３章　遺伝現象の発現
　　１．遺伝情報とその発現・・・①ＤＮＡの構造　　②ＤＮＡの複製　　③遺伝情報の発現
　　２．遺伝子の形質発現・・・①真核生物における形質発現　　②原核生物におる発現調節
　　【期末考査】

第
３
学
期

　　３．バイオテクノロジー・・・①遺伝子を扱う技術　　②バイオテクノロジーの応用　　③課題
第４章　有性生殖
　　１．減数分裂と受精・・・①無性生殖と有性生殖　　②染色体と遺伝子　　③減数分裂と生殖細胞形成
　　２．遺伝子と染色体・・・①遺伝子の連鎖と組み換え
　　【期末考査】

第５章　動物の発生
　　１．配偶子形成と受精・・・①配偶子形成　　②受精
　　２．初期発生の過程・・・①卵割　　②原腸の形成と胚葉の分化

趣
旨
・
基
準

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

第１章　細胞と分子
　　１．生体物質と細胞・・・①生命の基本単位ー細胞　　②生物を構成する物質
　　　　　　　　　　　　　　　　 ③細胞内で生命活動を担う細胞小器官
　　【中間考査】

　　２．細胞膜を介した物質の移動・・・・①細胞膜の性質と物質の透過性　　②細胞膜を介した物質の通
過
　　３．生命現象とタンパク質・・・・①タンパク質の構造と性質　　　②酵素とその働き
　　【期末考査】

80% 20%

理科

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高等学校　生物 第一学習社

学習の重点目標

身近なところから自主的に問題を発見し、生物学的な探求の過程を通して科学的
な思考力、判断力、および表現力を養う。

ｺｰｽ

生物 2 特文
コース

2

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年

定期考査 平常点

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、その得
点で評価を行う。

日常の学習態度、出席状況や、課題や提出物のでき
具合により評価を行う。



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
１

第
３
学
期

１
２
～

３

　３節　酸化還元反応　　１．酸化と還元　　２．酸化剤と還元剤　　３．酸化還元反応の起こりやすさ
　　　　　　　　　　　　　　　４．身のまわりの酸化還元反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【期末考査】

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

序章　化学と人間生活
１章　物質の構成
１節　物質の探求　　　　１　物質の種類と性質　　　　２　物質と元素　　３　物質の３態と熱運動
２節　物質の構成粒子　　１　原子の構造　　　　　　　２　イオンの生成　　３　　周期表　【中間考査】

２章　物質と化学結合
１節　１　イオン結合　２　イオン結晶
２節　１　共有結合と分子間力　　２　共有結合からなる物質
３節　１　金属結合　　２　金属
４節　１　物質の分類　　２　金属結合からなる物質とその利用　 ３　イオン結合からなる物質とその利用
       ４　共有結合からなる物質のその利用　                                          　　　                                   　 【期末考査】

第
２
学
期

７
～

１
０

３章　物質の変化
１節　物質量と化学反応式
　　　　　１　原子量と分子量・式量　　 ２　物質量　　　　３　溶液の濃度         ４化学反応式
　　      ５　基本法則に関連した化学史
　　　　                                                                                                      　 【中間考査】

２節　酸と塩基
　　　　　１　酸と塩基             ２　水素イオン濃度とｐＨ　　　　　３　中和反応と塩 　　　　　４　中和滴定
                                                                                                                   【期末考査】

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、中間考査、期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。[3学期は期末考査のみ実
施]

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物の出
来具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

化学基礎 新訂版 実教出版

学習の重点目標
物質の性質や反応、あるいは構造を調べることにより物質の特徴を理解し、物質に
関する原理・法則を化学的に考察する能力と態度を身につける。

化学基礎 2 特進理系
コース

4 理科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

6

1
0

3

第
２
学
期

7 ◇体づくり運動
◇スポーツテスト①
◇陸上競技
　　走り幅跳び、砲丸投げ
    ●実技試験

◇バスケットボール
　　ドリブルシュート
　　ゲーム
　　●実技試験

第
３
学
期

1
2

◇バレーボール
　　パス (オーバーハンドパス　・　アンダーハンドパス)
　　サーブ　・　スパイク  ・　ゲーム　　　　　●実技試験
◇体育理論
◆期末考査

約５０％ 約３０％ 約２０％

学 習 内 容

第
１
学
期

4 ◇オリエンテーション
◇スポーツテスト②　・　集団行動

◇サッカー
　　２対２・３対３・ゲーム
　　●実技試験

運動技能 知識・理解 関心・意欲・態度

趣
旨
・
基
準

自己の能力と各種の運動の特性に
応じた技能を高める。
体力向上のために運動の合理的な
行い方を身に付ける。

運動の意義や必要性を理解する。
運動の特性と合理的な行い方を理
解し、その知識を身に付ける。
３学期は期末考査を実施する。

計画的に、自ら進んで行うことで、
運動の楽しさや喜びを味わう。
健康・安全に関心を持ち意欲的に
取り組もうとする態度を養う。

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ　2020 ［総合版］ 大修館書店

学習の重点目標

　各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを
味わうことができるとともに、体の調子を整え体力の向上を図る。　公正、協力、責
任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

体育 ２学年(男) 普通 コース 3 保健体育科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

6

1
1

3

第
２
学
期

7

◇スポーツテスト②・体づくり運動
◇ハンドボール
　　　パス・ジャンプシュート　　　シュート
　　　対人練習 （１対１・３対２）・ゲーム
　 ●実技試験

◇バレーボール
　　　パス （アンダーハンドパス　・　オーバーハンドパス）
　　　サーブ　・　スパイク
　　　ゲーム
　●実技試験

第
３
学
期

1
2

◇バスケットボール
　　　パス　・　ドリブル
　　　シュート （ランニングシュート　・　ジャンプシュート）
　　　対人練習 （１対１　・　３対２の攻防）・ゲーム
　 ●実技試験

◇体育理論
◆期末考査

約５０％ 約３０％ 約２０％

学 習 内 容

第
１
学
期

4

◇オリエンテーション
◇スポーツテスト②
　　高校生体操テスト

◇陸上競技 　　　(◇サッカー　ﾊﾟｽ&ｺﾝﾄﾛｰﾙ　ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ　対人)
　　　走り幅跳び
　　　砲丸投げ
　 ●実技テスト

運動技能 知識・理解 関心・意欲・態度

趣
旨
・
基
準

自己の能力と各種の運動の特性に
応じた技能を高める。体力向上の
ために運動の合理的な行い方を身
に付ける。

運動の意義や必要性を理解する。
運動の特性と合理的な行い方を理
解し、その知識を身に付ける。３学
期は中間考査を実施。

計画的に、自ら進んで行うことで運
動の楽しさや喜びを味わう。健康・
安全に関心を持ち意欲的に取り組
もうとする態度を養う。

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ　２０２1　[総合版] 大修館書店

学習の重点目標

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを味あ
うことができるとともに、身体の調子を整え体力の向上を図る。公正、協力、責任な
どの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

体　育 2年 普通 コース 3 保健体育科

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５

10

２

第
２
学
期

７ ◇スポーツテスト② （体力診断テスト）
◇バスケットボール
基本技術（パス・ドリブル・シュート）
◆実技試験（パス・ドリブル・シュート）

◇陸上競技
基本技能 （リレー・砲丸投げ）
◆実技試験① （記録：リレー）
◆実技試験② （記録：砲丸投げ）

第
３
学
期

12 ◇バレーボール
基本技術（パス・レシーブ・サーブ）
◆実技試験（パス・レシーブ・サーブ）

◇実技理論（陸上競技・バレーボール・サッカー・バスケットボール）
◇体育理論（２単元 運動・スポーツの学び方）
◆期末考査（40点）

◇サッカー
基本技能 （パス・ドリブル・シュート）
◆実技試験 （パス・ドリブル・シュート）

知識・理解 関心・意欲・態度

自己の能力と各種の運動の特性
に応じた技能を高める。
体力向上のために運動の合理的
な行い方を身に付ける。

約５０％ 約３０％ 約２０％

Ａｃｔｉｖｅ　ＳＰｐｏｒｔｓ　２０２２ ［総合版］ 大修館出版

学習の重点目標

　各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを
味わうことができるとともに、体の調子を整え体力の向上を図る。
公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や
能力を育てる。

趣
旨
・
基
準

運動技能

運動の意義や必要性を理解する。
運動の特性と合理的な行い方を
理解し、その知識を身に付ける。
３学期は期末考査を実施

計画的に、自ら進んで行うことで、
運動の楽しさや喜びを味わう。
健康・安全に関心を持ち意欲的に
取り組もうとする態度を養う。

体　育 2 2 保健体育科

使 用 教 科 書 等 出 版 社

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

進学・特進(男)

学 習 内 容

第
１
学
期

４ ◇オリエンテーション
◇スポーツテスト① （運動能力テスト）
◇体づくり運動
◆実技試験 （高校生体操）



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

6

1
0

3

コース

第
２
学
期

7 ◇体づくり運動
◇スポーツテスト①
◇バレーボール
　　パス (オーバーハンドパス　・　アンダーハンドパス)
  　サーブ　・　スパイク　･　ゲーム　　　　　●実技試験

◇ハンドボール
　　パス・シュート　・　対人
　　ゲーム
　　●実技試験

第
３
学
期

1
2

◇ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
　　パス・シュート　　対人
　　ゲーム　　　　　　●実技試験
◇体育理論
◆期末考査

趣
旨
・
基
準

運動技能

学 習 内 容

第
１
学
期

4 ◇オリエンテーション
◇スポーツテスト②　・　集団行動

◇陸上競技
　　ハードル走
　　砲丸投げ
    ●実技試験

自己の能力と各種の運動の特性に
応じた技能を高める。
体力向上のために運動の合理的な
行い方を身に付ける。

運動の意義や必要性を理解する。
運動の特性と合理的な行い方を理
解し、その知識を身に付ける。
３学期は期末考査を実施する。

計画的に、自ら進んで行うことで、
運動の楽しさや喜びを味わう。
健康・安全に関心を持ち意欲的に
取り組もうとする態度を養う。

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Ａｃｔｉｖｅ　ＳＰｐｏｒｔｓ　２０22 ［総合版］ 大修館書店

学習の重点目標

　各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを
味わうことができるとともに、体の調子を整え体力の向上を図る。　公正、協力、責
任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

対　　象
単位数 担当教科

学年 ｺｰｽ

体  育 2女 2 保健体育科進学特進

知識・理解 関心・意欲・態度

科　目　名

約５０％ 約３０％ 約２０％



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

第
２
学
期

７
～

１
１

歌唱・・・愛を歌う、世界の民謡　　器楽・・・リコーダーソロ、アンサンブル　鑑賞・・・世界の音楽　楽典・・・
②

第
３
学
期

１
２
～

３

器楽・・・リコーダーアンサンブル　鑑賞・・・日本、世界の音楽

20% 30% 30% 20%

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

６

歌唱・・・自然を歌う、ポピュラーソング。器楽・・・リコーダーソロ、２重奏　鑑賞・・・ウェストサイドストリーに
ついて　楽典・・・①

関心・意欲・態度
芸術的な感受や表現の工

夫
創造的な表現の技能 鑑賞の能力

趣
旨
・
基
準

・音楽上の幅広いジャンル
に対して興味関心を高めて
いるか。
・主体的に楽曲演奏に取り
組んでいるか。
・演奏活動への参加の仕方
や態度

・楽曲、ジャンルの特質を
知覚し、音楽のよさ、美し
さを個性豊かに表現の工
夫をしているか。
・実技テストの内容・演奏
発表の内容

楽曲から感じ取ったイメー
ジを個性豊かに表現でき
ているか。
・実技テストの内容
・演奏発表の内容

・多様な音楽や音楽文化
に対する理解を深め鑑賞
できているか。
・レポートの内容
・演奏発表の内容

芸術

使 用 教 科 書 等 出 版 社

改訂版　高校生の音楽２ 音楽之友社

学習の重点目標

音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、いろいろな音や音楽、
音楽文化と深く関わる資質・能力を育成する。

ｺｰｽ

音楽Ⅱ 2 普通
コース

2

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
１
～

１
２

２
～

３

第
２
学
期

７
～

１
０

【絵画】・・・・・スケッチ
【彫刻】・・・・・寄せ木
【鑑賞】

【絵画】・・・・・スケッチ
【デザイン】・・色の表現（モノクロの世界）

第
３
学
期

１
２
～

１

【絵画】・・・・・スケッチ
【デザイン】・・パッケージデザイン
【鑑賞】

【絵画】・・・・・スケッチ
【デザイン】・・漫画の世界（パラパラ漫画）

趣
旨
・
基
準

関心・意欲・態度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の技能

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

５

・ミーティング
【絵画】・・・・・・・・・・スケッチ
【デザイン・工芸】・・モダンテクニック

【絵画】・・・・・スケッチ
【デザイン】・・アートフレーム
【鑑賞】

20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高校美術２（１１６－日文・美Ⅱ－３０２） 日本文教出版

学習の重点目標

美術の創造的な諸活動を通じて、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を楽し
み愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸
ばし、美術文化についての理解を深める。

美術Ⅱ 2 普通
コース

2 芸術

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

鑑賞の能力

・美術上の幅広いジャンル
に対して興味・関心を高め
ているか。・主体的・意欲
的に制作活動に取り組ん
でいるか。・制作活動への
参加の仕方や態度で評
価。

・制作しようとしているジャ
ンルの特質を理解し、美
術のよさ・美しさを、個性
豊かに表現の工夫をして
いるか。
・提出した作品で評価。

・制作しようとしているジャ
ンルの特質を理解し、個性
豊かに表現する技能をもっ
て制作に取り組んでいる
か。
・提出した作品で評価。

・授業作品や、様々な美
術    作品、文化に対する
理解を深めて鑑賞できて
いるか。
・レポート、作品鑑賞の内
容で評価。

30% 30% 20%



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

6

9
10
11

3

第
２
学
期

7
　
　
8

漢字の書（行書）
　　１．李柏尺牘稿
　　２．蜀素帖
　　３．文化祭作品創作（協同制作）

漢字の書（草書）
書譜．十七帖．自叙帖
硬筆の学習
漢字の書（隷書・篆書）

第
３
学
期

12
1
2

生活の中の書（実用書）
創作の学習
　　１．書初め作品
仮名の書（散らし書き）

漢字仮名交じりの書
　　１．創作(色紙）

趣
旨
・
基
準

関心・意欲・態度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の技能

学 習 内 容

第
１
学
期

4
　
5

漢字の書（楷書）臨書
　　１．張猛龍碑
　　２．薦季直表
　　３．始平公造像記
　　４．賢愚経
漢字の書（行書）漢字の書（行書）
　　１．集王聖教序（王羲之）

20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

高校書道Ⅱ 東京書籍

学習の重点目標

書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方考え方を働かせ、生活や社会
の中の文字や書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を育成することを目指
す。

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

書道Ⅱ 2 普通
コース

2 芸術科

鑑賞の能力

・書道文化を尊重するととも
に、個性を生かして意欲的、
主体的に取り組んでいるか。
・関心意欲は作品の添削と提
出状況。態度は出席状況、マ
ナーで評価

・芸術書道の良さ、美しさ
を個性豊かに表現の工夫
をしているか。
・感受性や表現は提出し
た作品で評価

・創造的な表現をするため
の技能を身につけている
か。
・古典作品に対して特徴を
とらえた技能で表現できて
いたか。作品によって評価

・書道を幅広く理解し、そ
のよさや美しさを深く味わ
う。
・作者の作品を理解してい
るか。授業中の発言等に
よって評価

科　目　名
対　　象

30% 30% 20%



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

5
~
7

1
0
~
1
2

第
３
学
期

1
2
~
3

Lesson 5 Flowers in the Tomb

学 習 内 容

第
１
学
期

4
~
5

Lesson 1 Birthdays , Here and there

Lesson 2 The Emerald Isle

第
２
学
期

7
~
1
0

Lesson 3 The Sagrade Familia

Lesson 4 Nobel Prize Episodes

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、原則として中間・期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。
試験問題は、授業で学習した内容を中心に出題す
る。

日常の学習態度、課題や提出物により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

VISTA English Communication Ⅱ　New Edition 三省堂

学習の重点目標

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度を養う。
②情報や考えを的確に理解する。
③英語圏の国を中心にその歴史や文化に関心を持つ。

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

コミュニケーション英語Ⅱ 2 普通
コース

2 英語

科　目　名
対　　象



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評
価

割
合

３．学習計画等

期間 月

10

11

第
３
学
期

Lesson 10 Memories of My Best Trip

Lesson 11 Reading English Newspapers

Lesson 12 What Has Made You So Excited?

Lesson 13 Run, Melos!

学 習 内 容

第
１
学
期

Lesson 1 Enjoying My School Life

Lesson 2 I've Lived Here All My Life

Lesson 3 I Want to Hear Your Performance

第
２
学
期

7
 
8
 
9

Lesson 4 I Like Shopping
Lesson 5 I want to Study Robotics
Lesson 6 Great People I Respect

Lesson 7 Studying is Fun
Lesson 8 What Language Do They Speak There?
Lesson 9 Do You Like Your Job?

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、原則として中間・期末考査を実
施し、その得点で評価を行う。
試験問題は、授業で学習した内容を中心に
出題する。

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物
等のでき具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Vivid English Expression Ⅱ New Edition 第一学習社

学習の重点目標

①英文を正確に音読し、聞き取る。
②英文法を理解し、正確に作文する。
③コミュニケーションへの関心・意欲・態度を養う。

英語表現Ⅱ 2 普通
コース

2 英語

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

4
 
5
 
6

12

1

2



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

5
～

7

1
0
～

1
2

第
３
学
期

Lesson 9 Lunch Delivery in Mumbai
Lesson 10 Saving Wildlife from Grobal Warming1

2
～

2

学 習 内 容

第
１
学
期

Lesson 1 Mt. Fuji: The Pride of Japan
Lesson 2  Yes, I do Climb

Lesson 3  A Penguin Called Happy Feet
Lesson 4 Warka Water

第
２
学
期

7
～

1
0

Lesson 5 A Hidden History of Tomatoes
Lesson 6 Iceland

Lesson 7 Which Jam Would You Like?
Lesson 8 A Paper Building

4
～

5

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

各学期毎に、原則として中間・期末考査を実施し、そ
の得点で評価を行う。
試験問題は、授業で学習した内容を中心に出題す
る。

日常の学習態度、出席状況、課題や提出物、小テスト
のでき具合により評価を行う。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Grove English Communication Ⅱ New Edition 文英堂

学習の重点目標

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度を養う。
②情報や考えを的確に理解する。
③自分の意見や考えを適切に表現する。

コミュニケーション英語Ⅱ 2 進学
コース

4 英語

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

６

1
0
～

1
2

3

第
３
学
期

1
～

２

Lesson 14

Lesson15

学 習 内 容

第
１
学
期

4
～

5

Part1　　Lesson 1　Lesson 2

Lesson 3　　Lesson 4    Lesson 5　　Lesson 6

第
２
学
期

７
～

1
0

Lesson 7    Lesson 8　　Lesson 9    Lesson 10

Lesson11     Lesson12    Lesson13

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

原則として、各学期に中間・期末考査を実施し、総合
的な英語力を確認し評価する。

授業中の小テスト、プリント・ノート・課題等の提出物、
授業中の取り組み姿勢などを総合的に評価する。

80% 20%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Vision Quest English Expression Ⅱ Ace 啓林館

学習の重点目標

　英語を通じて積極的にコミュニケーションをとろうとする態度を育成するとともに、
事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しなが
ら伝える能力を養う。

英語表現Ⅱ 2 進学
コース

3 英語

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
～

７

１
０
～

１
２

１
～

２

Lesson5 A Hidden History of Tomatoes
Lesson6 Iceland

Lesson7 Which Jam Would You Like?
Lesson8 Paper Buildings

４
～

５

Lesson1 Mt. Fuji: The Pride of Japan
Lesson2 Yes, I Do Climb

Lesson3 A Penguin Called Happy Feet
Lesson4 Warka Water

趣
旨
・
基
準

20%

定期考査

第
３
学
期

１
２
～

１

Lesson9 Lunch Delivery

Lesson10 Saving Wildlife from Global Warming

学 習 内 容

第
１
学
期

第
２
学
期

７
～

１
０

80%

使 用 教 科 書 等 出 版 社

Grove English Communication Ⅱ 文英堂

学習の重点目標

①英文を聞き、理解することを通してリスニング力を養う。
②英文を読んで、その情報や筆者の考えを的確に理解する。
③教科書本文を使って、英文をアウトプットする力を養う。

コミュニケーション英語Ⅱ 2 特進
コース

4 英語

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

平常点

各学期毎に、原則として中間・期末考査を実
施し、その得点で評価を行う。
試験問題は、授業で学習した内容を中心に
出題する。

日常の学習態度、課題や提出物、小テスト、
プレゼンテーション（発表）により評価を行う。



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

５
月
・
６
月

１
１
月
１
２
月

２
月

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

英語表現　Ⅱ 2 特進
コース

3 英語科

使 用 教 科 書 等 出 版 社

DUALSCOPE  English Expression Ⅱ 啓林館

学習の重点目標

英語を通じて積極的にコミュニケーションをとろうとする態度を育成するとともに、事
実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら
伝える能力を養う。

定期考査 平常点

趣
旨
・
基
準

原則として、各学期に中間・期末考査を実施し、総合
的な英語力を確認し評価する。

授業中の小テスト、プリント・ノート・課題等の提出物、
授業中の取り組み姿勢などを総合的に評価する。

80% 20%

学 習 内 容

第
１
学
期

４
月
・
５
月

<Staget 1>
Unit 1
Unit 2

Unit 3
Unit 4
Unit 5
Unit 6

第
２
学
期

７
月
・
９
月

Unit 7
Unit 8
Unit 9
Unit 10
Unit 11

Unit 12
Unit 13
<Staget 2>
Unit 14
Unit 15

第
３
学
期

１
月

Unit  16
Init   17
Unit 18



１．学習の重点目標

２．評価の観点の趣旨、評価基準、評価割合

項目

評価
割合

３．学習計画等

期間 月

7

１
０
～

１
２

２
～

３

科　目　名
対　　象

単位数 担当教科
学年 ｺｰｽ

情報演習 2 普通 コース 2 情報・職業科

趣
旨
・
基
準

検定試験で求められてい
るデータ入力速度を身に
つけることを目指す。
授業での実績、検定試験
での実績をもとに評価をす
る。

情報処理や文書処理に関
する知識を身につけ、筆
記問題に対して正しく回
答できることを目指す。検
定筆記試験などで評価を
する。

約２０％

使 用 教 科 書 等 出 版 社

全商情報処理検定テキスト２・３級［ビジネス情報部門］　等 実教出版

学習の重点目標 パソコンを利用して、文書作成や情報処理の知識と技能の修得を目指す。
ビジネス文書検定３級・情報処理検定３級相当のスキルを身につけ、合格する。

　ビジネス文書実務検定　模擬試験問題集３・４級
　　　速度問題　３級編
　　　文書問題　４級編　、　３級編
　　　筆記問題　学習のポイント　　　　　　　　　　全商ビジネス文書検定　受験

全商情報処理検定テキスト２・３級［ビジネス情報部門］

　　　Ｌｅｓｓｏｎ 1 Ｅｘｃｅｌとは　　～　　Ｌｅｓｓｏｎ 7 Ｅｘｃｅｌのグラフ

第
２
学
期

８
～

９

全商情報処理検定テキスト２・３級［ビジネス情報部門］

　　　Ｌｅｓｓｏｎ 8 Ｅｘｃｅｌのおもな関数　　～　　３級検定用トレーニング

ビジネス文書実務検定　模擬試験問題集
　　　速度問題　３級編　、　２級編
　　　文書問題　３級編　、　２級編
　　　筆記問題　学習のポイント　　　　　　　　　　　全商ビジネス文書検定　受験

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

真摯な態度で、ビジネス文
書検定３級・情報処理検
定３級に合格することを目
指す。
授業態度、出席状況で評
価をする。

ワードを利用しての文書
作成や、エクセルを利用し
ての表計算・グラフ作成等
が最適となるように作成で
きることを目指す。
授業実績をもとに評価。

約２０％ 約３０％ 約３０％

第
３
学
期

1

 全商情報処理検定テキスト２・３級［ビジネス情報部門］
　　　　　３級検定用トレーニング

情報処理検定　模擬試験問題集
　　　　　模擬試験問題　　　　　　　　　　　　　　　　 全商情報処理検定　受験

ビジネス文書実務検定　模擬試験問題集
　　　速度問題　３級編　、　２級編
　　　文書問題　３級編　、　２級編
　　　筆記問題　学習のポイント

学 習 内 容

第
１
学
期

４
～

６


